
　　　　【Ａｃｔｉｏｎ】改善

活動指標

区
分

27年度 28年度 29年度

若者向けホーム
ページへのアク
セス数

単

年

度

目

標

前年度
(22,986件）
比同水準

前年度比
同水準

前年度比
同水準

決
算

【現状値】

22,986件
（H26年度）

16,872件 
予
算

1,554

【目標】

現状維持

就労体験参加者
数

単

年

度

目

標

前年度(416
人）比同水
準

前年度比
同水準

前年度比
同水準

決
算

【現状値】

416人
（H26年度）

363人
予
算

23,343

【目標】

現状維持

ひきこもりの当
事者、家族から
の相談延べ件数

単

年

度

目

標

前年度
（H26年度
1,749件）と
同水準

前年度
比同水
準

前年度
比同水
準

決
算

【現状値】

1,510件
（H25年度）

1,518件
予
算

12,001

【目標】

現状維持

家族教室の参加
者数（延べ）

単

年

度

目

標 60人 60人 60人
決
算

【現状値】

86名
平成26年度

62人
予
算

862

【目標】

各年度延60名程
度

担当課

※太字が評
価を記載した

課

社会的ひきこ
もり対策事業

保福・
精神保健福
祉センター

単

年

度

実

績

達
成
率

103%

①支援者向け研修
会開催
　57名参加
②市民向け講演会
開催
　67名参加
③家族教室開催
　延62名参加
④実務者連絡会の
開催
　延55名参加
⑤回復支援プログラ
ム
　延126名参加

順調

・家族教室の参加者数は目標値を達
成し、予定どおり活動できているが、今
後も関係機関と連携を取りながら事業
を進める必要があるため、「順調」とし
た。

・今後も「ひきこもり地域支援センター」
をはじめとする各関係機関との連携を
進めながら、より効率的に事業を進め
る。

計

画

目

標

達

成

率
103%

ひきこもり地
域支援セン
ター事業

1 231
社会的ひきこ
もり対策事業

さまざまな要因によって社会的な参加
の場面がせばまり、自宅以外での生活
の場が長期にわたって失われているひ
きこもりの中でも、背景に精神疾患や発
達障害がないとされる「社会的ひきこも
り」の状態にある人たちが自立できるよ
う支援と体制づくりを目指す。

・「ひきこもり地域支援セン
ター」をはじめとする各関係
機関との連携を進めなが
ら、より効率的に事業を進
める。

①支援者向け研
修会開催

②市民向け講演
会開催

③家族教室開催

④実務者連絡会
の開催

⑤回復支援プログ
ラム

保福・
障害者支援

課

単

年

度

実

績

達
成
率

計

画

目

標

達

成

率

順調

・ひきこもりの当事者、家族からの相談
延べ件数はほぼ横ばいだが、実人数
はH26年度の283人より増えていること
から、「順調」であると判断される。

【課題】
・活動は予定通りだったのか、活動は
有効だったのかなど、分析し課題を整
理する。また、影響を及ぼした外的要
因の分析も行うことが必要。

【改善】
・引き続き、利用者のニーズに沿った事
業を継続する。また、前年度に引き続
き、来所相談、電話相談、フリースペー
スの提供を実施。

87%

87%

・子ども・若者
応援センター
「YELL」運営
費

・子ども・若者
応援センター
「YELL」管理
費

1 230

ひきこもり地域
支援センター
「すてっぷ」の
運営

ひきこもりの問題を抱えた当事者や家
族等の電話相談や来所相談、訪問支
援、フリースペース等を提供することで、
ひきこもり当事者が社会に参加し、いき
いきと自分らしく暮らせることを目指す。

・引き続き、利用者のニー
ズに沿った事業を継続す
る。

・前年度に引き続き、来所
相談、電話相談、フリース
ペースを実施する。

①ひきこもりの問
題を抱えた当事者
や家族等の来所
相談

②ひきこもりの問
題を抱えた当事者
や家族等の電話
相談

③ひきこもりの問
題を抱えた当事者
や家族等の訪問
相談

④フリースペース
の提供

○ひきこもりの当事
者、家族からの相談
延べ件数　1,518件

○ひきこもりの当事
者、家族からの相談
実人数　316人

子家・
青少年課

単

年

度

実

績

達
成
率

87.3%

①プログラム参加者
1,185人
  (農業体験や仕事
体験、ボランティア
など）

順調

・就労体験参加者数は目標値を下回っ
ているが、全プログラムの参加者数は
前年度比同水準であった。

・また、「ＹＥＬＬ」利用者に占めるプログ
ラムの参加割合は増加しているため、
「順調」と判断した。

･相談者の状況に応じて、適切な時期
に的確な支援機関につなぎ、相談者が
より一層円滑に支援が受けられるよう
にする。

･自立度に合わせた体験プログラムの
充実が課題であり、内容の見直しのほ
か、連携先の開拓、新規メニューの開
発など、関係機関ともさらに連携して研
究に取り組む。

計

画

目

標

達

成

率
87.3%

1 229

子ども・若者
応援センター
「YELL」の運
営

子ども・若者応援センター「ＹＥＬＬ」を拠
点とし、社会生活を円滑に営む上で困
難を抱えている子どもや若者の自立を
応援・支援する。

・継続的に悩みや課題を抱
える子どもや若者を総合的
にサポート（コーディネート）
していく。

・相談事業に加え、コーディ
ネーターを中心に、ＮＰＯ等
との連携を図りながら、若
者の自立に向けたステップ
アップに繋がるプログラム
の提供を行う。

①自立に向けたプ
ログラムの充実

計

画

目

標

達

成

率
73%

若者のための
応援環境づく
り推進事業

・結婚情報の発信は行ったが、若者応
援サイト「ＹＥＬＬ」全体のアクセス件数
は減少した。

・一方で、ユースアドバイザー養成講習
会はプログラムの見直しを行い、前年
度を上回る参加を得て、好評であっ
た。

・総合的な観点から「順調」と判断し
た。

子家・
青少年課

単

年

度

実

績

達
成
率

73%
順調

・若者向けホームページについては、結
婚に関する情報提供の充実に努める
ほか、困難を抱える若者や、支援者向
け情報発信も行うなど、機能の充実を
図る。

・子ども･若者支援地域協議会の運営
やユースアドバイザー養成講習会の充
実に努める。

予算
事務事業名

決算額・
次年度予算額
【千円】

備考
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若者のための
応援環境づく
りの推進

若者向けホームページや「北九州市子
ども・若者支援地域協議会」の運営、
ユースアドバイザー養成講習会の開催
など、若者を総合的にサポートする環境
づくりを推進する。

・北九州市若者応援サイト
「ＹＥＬＬ」の充実に努める。

・「北九州市子ども・若者支
援地域協議会」の着実な運
営、また、「ユースアドバイ
ザー養成講習会」の内容の
充実を図り、若者の応援環
境づくりを推進する。

①若者応援サイト
「ＹＥＬＬ」や結婚情
報提供サイト「Ｌｉｆ
ｅ」の充実

②ユースアドバイ
ザー養成講習会
のプログラムの充
実

①アクセス数　１６，
８７２件

②講習会プログラム
　・１２項目
　・１６分野（講師１６
人）
に見直しを行い、参
加者増につながっ
た。（参加者４３名、
前年度８名増加）

27年度の主な実績 評価
評価の理由
（分析）

次年度以降の課題や改善内容
柱
番号

事業
番号

事業名 事業概要 前年度の評価を踏まえての改善
27年度の
事業計画

【Ｐｌａｎ】計画 【Ｄｏ】実施 【Ｃｈｅcｋ】評価 予算

1,655

23,736

12,001

552

「元気発進！子どもプラン（第２次計画）」個別事業の評価一覧

事　　　　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　評　　　　　　　　　　　　　　　価  　 予　　　　　算

■　施策（１０）子ども・若者の自立や立ち直りの支援

【施策１０】
1／3



　　　　【Ａｃｔｉｏｎ】改善

活動指標

区
分

27年度 28年度 29年度

担当課

※太字が評
価を記載した

課予算
事務事業名

決算額・
次年度予算額
【千円】

備考27年度の主な実績 評価
評価の理由
（分析）

次年度以降の課題や改善内容
柱
番号

事業
番号

事業名 事業概要 前年度の評価を踏まえての改善
27年度の
事業計画

【Ｐｌａｎ】計画 【Ｄｏ】実施 【Ｃｈｅcｋ】評価 予算

事　　　　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　評　　　　　　　　　　　　　　　価  　 予　　　　　算

■　施策（１０）子ども・若者の自立や立ち直りの支援

若者向け事業へ
の参加者数

単

年

度

目

標

前年度
（1,525人）
比同水準

前年度
比同水
準

前年度
比同水
準

決
算

24,361

【現状値】

914人
（H25年度）

2,513人
予
算

45,673

【目標】

1,500人

カウンセリング利
用者数（人）

単

年

度

目

標

現状値
（12,825
人）

と同水準

前年度
比同水
準

前年度
比同水
準

決
算

79,704

【現状値】

12,825人
（H26年度）

13,496人
予
算

77,721

【目標】

13.500人
（平成27年度）

平成28年度以降
の目標値は今後
設定予定

ドロップイン・センター
が行う深夜パトロール
での、声かけ件数

単

年

度

目

標
前年(1,416
件）同水準

前年
同水準

前年
同水準

決
算

29,830

【現状値】

1,416件
（H26年度）

1,621件
予
算

42,400

【目標】

現状維持

協力雇用主登録
業者数

単

年

度

目

標

前年度
（95社）
比
増

前年度
比増

前年度
比増

決
算

29,830

【現状値】

81社
（H25年度）

156社
予
算

42,400

【目標】

増加

「北九州市
『青少年の非
行を生まない
地域づくり』推
進本部」運営
事業

子家・
青少年課

単

年

度

実

績

達
成
率

164%

・現況と、登録している協力雇用主の業
種には偏りがあるため、今後は、非行
歴のある青少年が就職先をより選定し
やすく、就労意欲が生まれるよう、登録
業種の拡充を図って行く。

計

画

目

標

達

成

率
164%

「北九州市
『青少年の非
行を生まない
地域づくり』推
進本部」運営
事業

2 235

協力雇用主と
連携した就労
支援（北九州
市「青少年の
非行を生まな
い地域づくり」
推進本部運営
事業）

非行歴のある青少年の就職促進や、そ
の受け皿となる協力雇用主の拡充を、
福岡保護観察所と協働しながら図って
行く。
また、協力雇用主が、雇用した少年から
損害を受けた場合に見舞金を支給する
制度を運営するとともに、関係機関が実
施するボランティア活動や就労体験など
の各種プログラムを支援することで、協
力雇用主制度への理解を促進する。

・協力雇用主制度への理解
促進を図るとともに、非行
少年の就労支援のあり方
についての検討を、福岡保
護観察所と協働して行う。

①協力雇用主を
対象とし
　　た幹事会・研修
会・シ
　　ンポジウムの
開催

②協力雇用主見
舞金制度

③非行少年を対
象とした
　社会参加体験

①各種会議などの
開催
　・幹事会　　　8回
　・研修会　　　2回
　・シンポジウム1回

②協力雇用主見舞
金制度
　活用件数　1件

③社会参加体験
　壁面の落書き消し
3人

順調

・協力雇用主を対象とした見舞金制度
や表彰制度、市登録業者の入札資格
審査における加点制度の取り組みを通
じて、非行少年の雇用の受け皿となる
協力雇用主の拡充を図った。

・あわせて、関係機関が行う就労支援
プログラムの実施を支援した。

・協力雇用主が活動しやすい環境づく
りを実施しており、市の取り組みに対し
ては協力雇用主会から高い評価を得
ている。

子家・
青少年課

単

年

度

実

績

達
成
率

計

画

目

標

達

成

率

・深夜はいかいをしている青少年に帰
宅や危険回避を促すことで非行や事件
から青少年を守り、また、深夜はいかい
を繰り返す青少年の居場所もつくってき
た。
今後も、青少年の非行防止を一層推進
して行くために、警察や関係機関との
連携をより強化しながら、継続して施設
の運営を行っていく必要がある。

114%

114%

若者ワークプ
ラザ北九州運
営事業

2 234

北九州市青少
年支援拠点
「ドロップイン・
センター」の運
営（北九州市
「青少年の非
行を生まない
地域づくり」推
進本部運営事
業）

深夜はいかいを繰り返す青少年をさま
ざまな危険や誘惑から守り、その立ち直
りを支援するため、はいかいしている青
少年への声かけや相談対応、さらには
警察や立ち直り支援機関との情報共有
を図ることで非行や事件から青少年を
守る、北九州市青少年支援拠点「ドロッ
プインセンター」を運営する。

・過去の非行事案を踏ま
え、関係機関との連携を強
化していく。

①ドロップイン・セ
ンターの年間を通
じた開所及びパト
ロールの実施

①　３６５日/年 順調

・ドロップイン・センターの運営を、青少
年の非行防止に熱意あるNPO法人に
委託することで、その経験や知識を生
かした深夜パトロール活動や「居場所
づくり」がなされている。

・重篤化が懸念される非行事案などに
対しては、警察をはじめ、子ども総合セ
ンターなどの関係機関と情報を共有す
ることで連携し、迅速に対応している。

産経・
雇用政策課

単

年

度

実

績

達
成
率

105%

・平成27年度の若者ワークプラザ北九
州の実績は、概ね予定どおりであり、
「大変順調」としました。

・若年者にはスキル・経験の不足など、
様々な就業への課題があり、未就職・
失業状態が長期化すると更に就職が
困難になるため、今後も継続して丁寧
な就業相談を行い、希望や適性にあっ
た職業紹介を実施していく。

計

画

目

標

達

成

率
105%

・【決算】ユー
スステーショ
ン運営費

・【予算】青少
年施設運営
管理事業（指
定管理）の
内、ユースス
テーション分

1 233
若年者就業促
進事業

「若者ワークプラザ北九州」の運営によ
り、概ね40歳までの若年求職者に対し
て、就職関連情報の提供、就業相談や
職業能力向上のための講座・セミナー、
希望や適性に合った職業紹介等を実施
し、地元企業への就職を促進する。

よりきめ細かなカウンセリン
グを実施するとともに希望
や適性にあった職業紹介を
実施する。

①求職者と企業の
ミスマッチ解消の
ため、市、求人開
拓員、カウンセ
ラーでの連絡会議
を定期的に開催
し、求職者のニー
ズに合う求人の獲
得とマッチングに
努める。

②求職者情報（匿
名）をまとめたリス
トを作成し、求人
開拓員が企業に
対して求職者をPR
する。

③セミナーの内容
や開催頻度等の
見直し、広報の充
実について検討す
る。

①連絡会議を定期
開催

②求職者リストの作
成

③セミナーの内容や
開催頻度等の見直
し、広報の充実につ
いて検討した。

○カウンセリング利
用者数 13,496人
（延べ数）

○就職決定者数
1,070人

大変
順調

子家・
青少年課

単

年

度

実

績

達
成
率

計

画

目

標

達

成

率

順調

・事業の種類を増やし、内容の充実を
図った結果、参加者数は大幅増となっ
た。

・一方で、施設の利用者数は前年度を
下回っているため、「順調」と判断した。

･平成２８年度に指定管理者制度を導
入する。
・民間事業者のノウハウやネットワーク
を活用し、利用者サービスの向上を図
る。

165%

167%

1 232
ユースステー
ションの運営

中・高校生をはじめとした若者が、学習
や体験、スポーツ文化活動、仲間との
交流等を通じて、自己を発見し、社会性
や自立性を身に付ける場となるよう
「ユースステーション」の運営を行う。

こうした新たなニーズへの対応につい
て、運営形態や設置場所などを含め、
青少年施設のあり方の中で検討を進め
る。

・主催事業に加え、若者が
積極的に自主事業ができる
よう支援する。

・施設ボランティアや運営に
若者の意見を取り入れる仕
組みづくりを行う。

①主催事業の充
実

②自主企画事業
の支援

①21種類の事業、
69回実施
　（職業観育成講座
や料理、ものづくり
講座など）

②4件の事業、7回
実施
　（音楽ライブなど）

【施策１０】
2／3



　　　　【Ａｃｔｉｏｎ】改善

活動指標

区
分

27年度 28年度 29年度

担当課

※太字が評
価を記載した

課予算
事務事業名

決算額・
次年度予算額
【千円】

備考27年度の主な実績 評価
評価の理由
（分析）

次年度以降の課題や改善内容
柱
番号

事業
番号

事業名 事業概要 前年度の評価を踏まえての改善
27年度の
事業計画

【Ｐｌａｎ】計画 【Ｄｏ】実施 【Ｃｈｅcｋ】評価 予算

事　　　　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　評　　　　　　　　　　　　　　　価  　 予　　　　　算

■　施策（１０）子ども・若者の自立や立ち直りの支援

非行相談対応件
数

単

年

度

目

標

単年度
目標なし

単年度
目標な
し

単年度
目標な
し

決
算

497

【現状値】

109件
（H26年度）

81件
予
算

580

【目標】

―

相談件数
単

年

度

目

標

単年度
目標なし

単年度
目標な
し

単年度
目標な
し

決
算

9,972

【現状値】

48,794件
（H26年度）

44,199件
予
算

10,949

【目標】

―

少年支援室
運営費

子家・
子ども総合セ
ンター

単

年

度

実

績

達
成
率

―

【課題】
・これまでの活動を着実に進めるととも
に、さらに効果的な運営を図る必要が
ある。

【改善】
・少年支援室の設備・環境・機能の充
実を図る。計

画

目

標

達

成

率
―

非行少年の
立ち直り支援
と体制強化事
業

2 237
少年支援室の
運営

不登校やひきこもり、非行等の悩みを抱
える少年を通所させ、生活習慣の確立
や自学自習、集団適応指導等のさまざ
まな少年の状態に応じたきめ細かな支
援活動を行い、学校や社会への復帰を
図る。

・支援活動を進めるととも
に、少年支援室の機能の充
実に取り組む。

①面接や電話で
の相談に対応す
る。

①面接・電話相談対
応件数
　　  44,199件

順調

・不登校や非行等の少年の通所施設と
して、社会や学校への復帰をめざし、
生活習慣の確立や自学自習のための
援助を行った。

・コンビにやカラオケボックスなどへの
立入調査を行うなど、少年非行防止の
啓発活動も積極的に取り組んだことか
ら「順調」とした。

子家・
子ども総合セ
ンター

単

年

度

実

績

達
成
率

計

画

目

標

達

成

率

【課題】
非行少年の立ち直りと自立の促進

【改善】
引き続き、関係機関や地域と密接に連
携し、積極的に取り組む。

―

―

2 236
非行少年の立
ち直り支援と
体制強化

非行少年の立ち直りと自立を促進する
ため、学校、警察、地域等と連携して非
行少年およびその家庭への支援を積極
的に行う。また、教育委員会や警察等
の関係機関と非行相談連絡会議を定例
開催し、教育・福祉の視点に立った取り
組みを実施する。

・関係機関、地域等と連携
して、非行少年およびその
家族への支援を積極的に
行う。

①非行相談に対
応する。

②非行相談会議
を開催する。

①　81件

②　11回
順調

・非行少年の立ち直りに向け、実務的
かつ緊密な行動・情報の連携を行うた
め、関係機関と非行相談連絡会議を毎
月開催し、教育・福祉的な視点に立っ
た即時的な対応、連携した取り組みを
図ることができたことから、「順調」とし
た。

【施策１０】
3／3


